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弟
の
蘇
轍
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
詩
文 

蘇
軾
・
蘇
轍
の
兄
弟
は
、
一
緒
に
暮
ら
す
機
会
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
が
、
生
涯
仲
の

良
い
兄
弟
で
、
二
人
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
詩
文
に
は
か
け
が
え
の
な
い
兄
弟
愛
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

父
、
蘇
洵
の
名
付
け
た
通
り
の
正
に
、
車
の
「
軾
」
と
「
轍
」
の
関
係
で
あ
る
。 

☆
一
〇
六
一
年
、
蘇
軾
が
鳳
翔
府
簽
判

せ
ん
ば
ん

（
高
等
事
務
官
）
と
し
て
官
吏
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

時
が
最
初
の
別
れ
。
蘇
轍
は
老
父
の
世
話
の
為
開
封
に
と
ど
ま
っ
た
。
二
十
六
歳 

「
辛
丑
十
一
月
十
九
日
旣
與
子
由
別
於
鄭
州
西
門
之
外
馬
上
賦
詩
一
篇
寄
之
」
（
第
十
回
講
義
） 

☆
一
〇
六
一
年
、
東
坡
が
鳳
翔
府
へ
赴
く
道
筋
で
、
五
年
前
、
最
初
の
上
京
の
折
に
泊
っ
た
澠 べ

ん

池 ち

（
河
南
省
澠
池
県
）
の
寺
を
再
び
訪
れ
た
時
、
轍
か
ら
当
時
を
回
想
し
た
詩
が
送
ら
れ
て
き
た
。 

「
懷
澠
池
寄
子
瞻
兄
」 

蘇
轍 

 

こ
れ
に
東
坡
が
律
詩
を
和
し
た
。
（
第
十
回
講
義
） 

 

「
和
子
由
澠
池
懷
舊
」
（
第
十
回
講
義
） 

☆
一
〇
六
一
年
歳
末
、
鳳
翔
府
に
在
っ
て
歳
暮
に
帰
れ
な
い
思
い
を
子
由
に
寄
せ
た
詩
。 

 
 

「
歳
晩
三
首
」
（
餽
歳
・
別
歳
・
守
歳
） 

（
第
十
回
講
義
） 

 
 

 
 

☆
一
〇
六
三
年
、
鳳
翔
府
在
任
中
の
名
勝
・
古
跡
を
詠
っ
た
作
。
二
十
八
歳
の
作 

 
 

「
和
子
由
踏
靑
」 

☆
一
〇
七
一
年
、
杭
州
在
任
中
の
作
、
蘇
轍
の
長
身
を
孔
子
に
な
ぞ
ら
え
て
詠
っ
た
詩 

 
 

「
戯
子
由
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
十
六
歳
の
作 

☆
一
〇
七
七
年
、
徐
州
で
轍
と
共
に
仲
秋
の
月
を
見
た
。
四
十
二
歳
の
作
。 

 
 

「
陽
關
詞 

三
首 

仲
秋
月
」 

☆
一
〇
七
九
年
、
徐
州
の
知
事
か
ら
湖
州
の
知
事
に
転
任
し
て
徐
州
を
去
る
と
き
、
人
民
か
ら
慕

わ
れ
て
い
て
、
さ
か
ん
に
ひ
き
と
め
ら
れ
る
さ
ま
を
、
弟
の
轍
へ
書
き
送
っ
た
五
首
の
詩
の
第

一
首
。
四
十
四
歳
三
月
の
作
。 

 
 

「
罷
徐
州
往
南
京
馬
上
走
筆
寄
子
由
五
首 

其
一
」 

（
第
十
三
回
講
義
） 

☆
一
〇
七
九
年
、
朝
政
誹
謗
の
科
に
よ
り
捕
ら
え
ら
れ
、
御
史
台
に
拘
禁
さ
れ
た
時
に
死
を
覚
悟

し
て
、
獄
中
で
二
詩
を
作
り
子
由
に
遺
っ
た
。 

 
 

「
予
以
事
繫
御
史
臺
獄
，
獄
吏
稍
見
侵
，
自
度
不
能
堪
，
死
獄
中
，
不
得
一
別
子
由
， 

故
作
二
詩
授
獄
卒
梁
成
，
以
遺
子
由
，
二
首 

其
一
」
（
第
十
三
回
講
義
） 

☆
一
〇
八
三
年
、
黄
州
に
在
っ
て
子
由
に
送
っ
た
詩
。
轍
は
四
年
前
、
兄
の
罪
に
坐
し
て
筠
州
（
江

西
省
高
安
県
）
の
塩
酒
宮
に
左
遷
さ
れ
た
。
「
初
秋
寄
子
由
」 

 
 

 
 

四
十
八
歳
の
作
。 

以
下
、「
戯
子
由
」「
陽
關
詞 

三
首 

仲
秋
月
」「
初
秋
寄
子
由
」
三
詩
を
紹
介
す
る
。 
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戯
子
由 

 
 

 

子
由
に
戯
れ
る 

一
〇
七
一
年
十
二
月 

 

（
七
言
古
詩
・
中
略
二
十
句
） 

宛
丘
先
生
長
如
丘 

 

宛
丘

え
ん
き
ゅ
う

先
生 

長
た
け
た
か

き
こ
と
丘 お

か

の
如
く 

 
 

 

宛
丘
學
舍
小
如
舟 

 

宛
丘
学
舎 

小
な
る
こ
と
舟
の
如
し 

 
 

 

常
時
低
頭
誦
經
史 

 

常
時 

頭
を
低 た

れ
て 

経
史
を
誦
し 

 
 

 

忽
然
缺
伸
屋
打
頭 

 

忽
然
と
し
て 

欠
伸

け

ん

し

ん

す
れ
ば 

屋 お

く 

頭
こ
う
べ

を
打
つ 

 
 

斜
風
吹
帷
雨
注
面 

 

斜
風

し

ゃ

ふ

う 

帷 

を
吹
い
て 

雨 

面 め

ん

に
注
ぐ 

 
 

 

先
生
不
愧
旁
人
羞 

 
先
生
は
愧 は

じ
ざ
る
も 

旁
人

ぼ

う

じ

ん

は
羞 は

ず 
 

 
 

…

（
二
十
句 

略
）…

 

文
章
小
技
安
足
程 

 

文
章
は
小
技

し

ょ

う

ぎ 

安
い
づ
く

ん
ぞ
程 の

り

と
す
る
に
足
ら
ん 

 

先
生
別
駕
舊
齊
名 

 

先
生
と
別
駕

べ

つ

が

と 
旧 も

と 

名
を
斉 ひ

と

し
う
せ
り 

 
 

如
今
衰
老
俱
無
用 

 

如
今 

衰
老
し
て 
俱
に
用
う
る
無
し 

 
 

 

付
與
時
人
分
重
輕 

 

時
人
に
付
与
し
て 

重
軽
を
分
か
た
し
め
ん 
 

【
語
釈
】
宛
丘…

陳
州(

河
南
省
淮
陽
県)

付
近
の
丘
陵
。
○
經
史…

経
書
と
歴
史
書
。
○
忽
然…

に
わ
か

に
。
突
然
。
○
缺
伸…

あ
く
び
と
の
び
。
○
面…

か
お
。
顔
面
。
○
文
章…

詩
文
。
文
芸
。
○
程…

基
準
。

手
本
。
○
別
駕…

官
職
名
。
○
付
與…

あ
た
え
る
。
わ
た
す
。
○
分
重
輕…

ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
。 

【
通
釈
】
宛
丘
先
生
は
丘
の
よ
う
に
背
が
高
い
。
宛
丘
の
学
舎
は
舟
の
よ
う
に
小
さ
い
。
い
つ
も

頭
を
下
げ
て
経
典
や
史
書
を
読
み
、
フ
ー
ッ
と
あ
く
び
を
す
る
と
、
頭
を
天
井
に
打
ち
つ
け
る
。

風
が
帳
を
吹
き
上
げ
、
雨
が
顔
に
そ
そ
ぐ
。
先
生
は
平
気
だ
が
、
ま
わ
り
の
者
が
恥
ず
か
し
く
な
る
。 

…

（
中
略
）…

 

文
学
な
ど
は
小
手
先
の
技
で
、
手
本
に
す
る
ほ
ど
で
も
な
い
が
、
先
生
と
私
と
は
、
昔
は
名
を
等
し
く

し
て
い
た
。
し
か
し
今
と
な
っ
て
は
互
い
に
年
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
互
い
の
評
価
は
世
の
中
の
人
に

任
せ
よ
う
。 

蘇
轍
は
ず
い
ぶ
ん
長
身
だ
っ
た
よ
う
だ
。
「
丘
」
は
孔
子
の
名
の
「
丘
」
に
か
け
て
い
る
。 

（
孔
子
は
身
長
九
尺
六
寸
・
一
尺
＝
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
） 

当
時
、
蘇
轍
は
陳
州
で
。
学
官(

教
授)

を
勤
め
て
い
た
。
蘇
轍
は
か
な
り
背
の
高
い
人
物
だ
っ
た
よ
う

だ
が
、
そ
れ
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
か
ら
は
蘇
軾
が
蘇
轍
を
弟
と
し
て

可
愛
が
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
文
学
的
能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
弟
を
か
ら

か
い
な
が
ら
も
、
思
い
や
り
と
愛
情
に
あ
ふ
れ
る
詩
で
あ
る
。 

「
漢
詩
へ
の
誘
い
」
石
川
忠
久
よ
り
抄
出 


